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お問い合わせ 
企画情報課企画政策チーム 山本 
（0562-36-2639） 

第６次知多市総合計画を策定します 

本市の理想の未来とその実現のために必要な取組を示す第６次知多市総合計画を策定します。

（計画期間：令和２年度～11 年度） 
 
１ 総合計画策定の趣旨 
  市民が幸せに暮らす将来のまちの姿を描き、その実現に向けた取組の方向性を示すことで、様々な主体と共にまち
を創るための行動指針として策定します。 

 
２ 基本構想の概要 

市民と共に描いた理想の未来をまちづくりに関わるすべての人が共有し、 

４つの「まちづくりの基本的な考え方」に沿って、多様な主体が持てる力を出し 

合い、共に新たなまちづくりを進めていくために、「将来像」を掲げました。 
 
(１) まちづくりの基本的な考え方 

①夢や希望に向かってチャレンジする ②地域全体で子どもを大切に育てる 
③人やまちとのつながりを大切にする ④多様性を認め合う 
 

(2) 将来像 

あたらしく、知多らしく。梅香る わたしたちの緑園都市 
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あたらしく、知多らしく。  
本市の魅力資源である、盛んな市民活動、自然に

恵まれた環境、素晴らしい伝統や文化など、未来に
つなげていきたい「知多市らしさ」を活かし、市制
施行 50 周年を機に、次の半世紀に向けた新たな一
歩を踏み出します。 

梅香る わたしたちの緑園都市  
佐布里池周辺の県内一を誇る梅林は、大きな魅力の

一つです。市の花である梅という観光資源をＰＲする
とともに、市制施行以来めざしてきた「緑園都市」を掲
げ、豊かな自然に恵まれた落ち着いた暮らしができる
という魅力をさらに高め、未来につなげていきます。 

を掲げ、豊かな自然に恵まれた落ち着いた暮らしがで

きるという魅力をさらに高め、自分の未来につな

げていきます。 

を機に、次の半世紀に向けた新たな一歩を踏み出しま

▲計画の構成 


